
復
習
テ
ス
ト

1
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
6
〜
11	

3
回
分

2
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
12
〜
17	

3
回
分

3
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
18
〜
23	

3
回
分

4
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
24
〜
29	

3
回
分

5
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
30
〜
35	

3
回
分

6
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
36
〜
41	

3
回
分

7
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
42
〜
47	

3
回
分

8
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
48
〜
53	

3
回
分

9
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
54
〜
59	

3
回
分

⓾
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
60
〜
65	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
66
〜
71	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
72
〜
77	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
78
〜
83	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
84
〜
89	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
90
〜
95	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
96
〜
101	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
102
〜
107	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
108
〜
113	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
114
〜
119	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
Ｐ
120
〜
125	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
Ｐ
126
〜
131	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
132
〜
137	
3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
138
〜
141	
2
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
142
〜
145	

2
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
148
〜
155	

4
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
156
〜
163	

4
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
164
〜
169	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
170
〜
175	

3
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
178
〜
185	

4
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
186
〜
193	

4
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
194
〜
201	

4
回
分

�
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｐ
202
〜
209	

4
回
分

32
回
テ
ス
ト
ー
①（
各
回
20
問
）　〔
テ
ス
ト
範
囲
〕

32
回
テ
ス
ト
ー
①



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　 32回

テ ス ト

第
1
回

ボ
ウ
ダ
イ
な
資
料
を
整
理
し
て
、
ま
と
め
る
。

今
年
の
流
行
が
タ
ン
テ
キ
に
あ
ら
わ
れ
た
水
着
。

人
間
関
係
を
う
ま
く
コ
ウ
チ
ク
し
て
い
る
。

失
敗
し
な
が
ら
試
行
サ
ク
ゴ
を
繰
り
返
す
。

業
界
の
キ
ン
コ
ウ
を
破
る
新
商
品
の
開
発
。

災
害
後
の
カ
ン
マ
ン
な
対
応
を
改
善
す
る
。

ス
ピ
ー
チ
で
の
あ
の
一
言
は
シ
サ
に
富
ん
で
い
た
。

科
学
の
技
術
を
ク
シ
し
た
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
。

努
力
の
末
に
カ
ク
ト
ク
し
た
金
メ
ダ
ル
。

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
ヨ
ウ
ゴ
す
る
。

ア
イ
デ
ア
が
コ
カ
ツ
し
て
行
き
詰
ま
っ
た
。

先
人
の
た
ど
っ
た
キ
セ
キ
を
調
べ
る
。

万
事
イ
ロ
ウ
の
な
い
よ
う
に
願
い
ま
す
。

友
人
と
の
間
に
カ
ク
シ
ツ
が
生
じ
る
。

両
者
の
力
量
の
ケ
ン
カ
ク
が
甚
だ
し
い
。

い
つ
の
ま
に
か
危
険
な
ヨ
ウ
ソ
ウ
を
呈
し
て
き
た
。

彼
女
は
い
つ
も
ト
ウ
テ
ツ
し
た
理
論
を
展
開
す
る
。

他
の
ツ
イ
ズ
イ
を
許
さ
な
い
商
品
の
開
発
。

こ
れ
ら
の
絵
画
は
ゴ
ッ
ホ
の
ケ
ッ
サ
ク
ば
か
り
だ
。

音
を
シ
ャ
ダ
ン
し
て
も
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

（
Ｐ
6
〜
11
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

正
念
場
で
実
力
を
十
分
に
ハ
ッ
キ
す
る
。

彼
は
タ
ク
エ
ツ
し
た
腕
前
を
も
っ
て
い
る
。

他
人
に
責
任
を
テ
ン
カ
し
て
は
な
ら
な
い
。

高
齢
化
社
会
に
伴
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ョ
ウ
レ
イ
。

二
国
間
に
貿
易
マ
サ
ツ
が
生
じ
て
い
る
。

技
術
の
コ
ウ
セ
ツ
は
問
う
べ
き
で
な
い
。

人
情
の
キ
ビ
に
触
れ
て
ホ
ッ
と
安あ

ん

堵ど

し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
効
果
的
に
セ
ッ
シ
ュ
す
る
。

大
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ケ
イ
シ
ョ
ウ
を
鳴
ら
す
。

す
べ
て
の
年
齢
層
に
ガ
イ
ト
ウ
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
。

将
来
に
対
す
る
バ
ク
ゼ
ン
と
し
た
不
安
が
解
消
し
た
。

一
時
の
シ
ョ
ウ
ド
ウ
に
か
ら
れ
て
し
ま
う
。

師
の
言
葉
を
ゲ
ン
シ
ュ
ク
に
受
け
止
め
る
。

先
行
き
の
強
い
ケ
ネ
ン
が
高
ま
っ
て
き
た
。

深
い
ガ
ン
チ
ク
の
あ
る
言
葉
と
文
章
。

選
手
を
シ
ョ
ウ
ア
ク
す
る
こ
と
の
で
き
る
監
督
。

関
係
を
和
ら
げ
る
カ
ン
シ
ョ
ウ
地
帯
を
つ
く
る
。

歩
行
者
も
交
通
の
法
規
を
ジ
ュ
ン
シ
ュ
す
べ
き
だ
。

自
由
を
ソ
ク
バ
ク
し
て
は
な
ら
な
い
。

枝
葉
末
節
に
コ
ウ
デ
イ
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。

32回
テ ス ト

第
2
回

（
Ｐ
12
〜
17
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

彼
の
一
言
が
チ
ン
タ
イ
し
た
ム
ー
ド
を
一
掃
し
た
。

環
境
問
題
に
シ
ン
ケ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。

メ
ー
ル
の
返
信
を
サ
イ
ソ
ク
す
る
。

み
ご
と
な
演
技
で
観
衆
を
ミ
リ
ョ
ウ
し
た
。

試
合
前
に
出
場
選
手
を
コ
ブ
す
る
。

つ
ね
に
ヘ
ン
ボ
ウ
の
著
し
い
都
会
の
街ま

ち

。

合
理
的
な
方
法
を
暗
中
モ
サ
ク
す
る
。

先
生
の
言
葉
を
心
に
メ
イ
キ
し
て
お
き
ま
す
。

自
由
を
大
い
に
マ
ン
キ
ツ
し
て
い
る
。

ガ
マ
ン
し
て
事
を
な
す
の
も
だ
い
じ
な
こ
と
だ
。

彼
は
キ
ョ
シ
ョ
ク
の
な
い
誠
実
な
人
柄
だ
。

モ
ラ
ル
の
退
廃
は
ガ
イ
タ
ン
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

彼
は
試
合
で
実
力
を
イ
カ
ン
な
く
発
揮
し
た
。

会
議
の
資
料
を
ガ
イ
カ
ツ
し
て
説
明
す
る
。

人
生
の
キ
ュ
ウ
キ
ョ
ク
の
目
的
は
何
か
を
考
え
る
。

あ
ま
り
に
も
タ
ン
ラ
ク
的
な
考
え
方
だ
。

さ
さ
い
な
け
ん
か
が
事
件
の
ホ
ッ
タ
ン
と
な
っ
た
。

悪
貨
が
良
貨
を
ク
チ
ク
す
る
と
い
う
考
え
。

無
駄
な
経
費
の
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
お
さ
え
る
。

時
は
ヨ
ウ
シ
ャ
な
く
過
ぎ
て
い
く
も
の
だ
。

32回
テ ス ト

第
3
回

（
Ｐ
18
〜
23
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

努
力
の
成
果
が
ジ
ョ
ジ
ョ
に
あ
ら
わ
れ
る
。

ホ
ウ
カ
イ
の
寸
前
に
あ
る
社
会
制
度
を
見
直
す
。

人
を
ブ
ベ
ツ
し
た
よ
う
な
態
度
は
慎
む
べ
き
だ
。

事
実
を
コ
チ
ョ
ウ
し
て
伝
え
て
は
本
質
が
見
え
ぬ
。

一
冊
の
本
が
キ
エ
ン
と
な
っ
て
研
究
者
に
な
っ
た
。

彼
の
話
は
ジ
ョ
ウ
マ
ン
で
締
ま
り
が
な
い
。

双
方
が
ジ
ョ
ウ
ホ
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
解
決
し
た
。

二
つ
の
方
法
を
セ
ッ
チ
ュ
ウ
し
た
案
を
提
示
す
る
。

日
本
詩
歌
の
セ
イ
ズ
イ
を
集
め
た
作
品
群
。

本
来
の
目
的
か
ら
イ
ツ
ダ
ツ
し
て
い
る
。

日
銀
の
金
融
政
策
に
カ
イ
ギ
的
な
見
方
が
あ
る
。

キ
ン
パ
ク
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

両
者
に
立
ち
ふ
さ
が
る
シ
ョ
ウ
ヘ
キ
を
取
り
除
く
。

す
ば
ら
し
い
出
来
映
え
に
キ
ョ
ウ
イ
の
目
を
み
は
る
。

鮮
烈
な
シ
ョ
ウ
ゲ
キ
を
あ
た
え
た
演
奏
。

ダ
ラ
ク
し
た
生
活
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

紛
争
解
決
の
タ
ン
シ
ョ
を
つ
か
ん
だ
。

ク
ン
ト
ウ
よ
ろ
し
き
を
得
て
一
人
前
に
な
る
。

キ
ュ
ウ
ボ
ウ
生
活
に
耐
え
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。

豊
か
な
イ
ン
リ
ツ
に
富
ん
だ
現
代
の
詩
。

32回
テ ス ト

第
4
回

（
Ｐ
24
〜
29
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

昇
進
が
遅
れ
て
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
の
念
に
駆
ら
れ
る
。

こ
れ
を
ケ
イ
キ
と
し
て
親
交
を
深
め
た
い
。

試
合
前
に
選
手
の
士
気
を
コ
ス
イ
す
る
。

幾
度
も
の
対
外
的
な
セ
ッ
シ
ョ
ウ
の
末
に
妥
協
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
励
行
を
全
校
に
テ
ッ
テ
イ
さ
せ
る
。

あ
ま
り
に
ト
ウ
ト
ツ
な
話
で
驚
い
て
い
る
。

行
事
は
前
例
を
そ
の
ま
ま
ト
ウ
シ
ュ
ウ
す
る
。

会
場
は
混
乱
し
て
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
が
つ
か
な
い
。

心
の
キ
ン
セ
ン
に
触
れ
る
演
奏
で
感
動
し
た
。

こ
こ
二
日
ほ
ど
空
気
が
カ
ン
ソ
ウ
し
て
い
る
。

暑
さ
で
注
意
力
が
サ
ン
マ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

昔
の
こ
と
を
し
み
じ
み
ジ
ュ
ッ
カ
イ
す
る
。

相
手
構
わ
ず
ロ
コ
ツ
な
表
現
を
す
る
の
は
よ
せ
。

反
対
派
を
イ
ン
ビ
に
少
し
ず
つ
除
き
に
か
か
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
学
級
を
ヘ
イ
サ
す
る
。

彼
は
他
人
の
失
敗
に
と
て
も
カ
ン
ヨ
ウ
だ
。

社
会
の
チ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
と
し
た
仕
組
み
を
見
直
す
。

現
在
少
し
カ
ヘ
イ
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
る
。

外
来
種
の
ハ
ン
シ
ョ
ク
が
湖
の
生
態
系
を
荒
ら
す
。

キ
ガ
に
あ
え
ぐ
人
々
の
救
済
を
考
え
る
。

32回
テ ス ト

第
5
回

（
Ｐ
30
〜
35
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

夏
目
漱そ
う

石せ
き

は
フ
キ
ュ
ウ
の
名
作
を
多
く
残
し
た
。

シ
ン
シ
ュ
の
気
性
に
富
ん
で
い
て
人
に
任
せ
な
い
。

努
力
が
ト
ロ
ウ
に
終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

初
期
の
論
文
か
ら
バ
ッ
ス
イ
し
て
閲
覧
す
る
。

女
性
の
服
装
の
ヘ
ン
セ
ン
を
た
ど
る
。

事
実
を
フ
ン
シ
ョ
ク
す
る
と
は
誠
実
さ
に
欠
け
る
。

図
書
の
す
み
や
か
な
返
却
を
ト
ク
ソ
ク
さ
れ
る
。

政
治
家
を
フ
ウ
シ
し
た
新
聞
の
漫
画
。

機
械
の
導
入
で
ゼ
ン
ジ
効
果
が
出
る
だ
ろ
う
。

彼
ら
は
オ
ン
ケ
ン
な
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
。

昔
を
カ
イ
コ
ば
か
り
し
て
い
て
も
何
も
生
ま
れ
な
い
。

諸
国
を
ヘ
ン
レ
キ
し
て
句
作
し
た
俳
人
。

と
て
も
ケ
ッ
ペ
キ
な
性
格
で
曲
が
っ
た
こ
と
を
嫌
う
。

国
に
対
し
損
害
バ
イ
シ
ョ
ウ
を
要
求
し
た
。

京
都
の
キ
ン
コ
ウ
で
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。

ザ
ン
テ
イ
の
措
置
を
と
っ
て
後
日
に
決
め
る
。

今
後
の
貴
兄
の
カ
ツ
ヤ
ク
に
期
待
す
る
。

新
し
い
作
法
を
ケ
イ
モ
ウ
し
て
浸
透
さ
せ
る
。

彼
は
チ
ー
ム
の
優
勝
に
大
き
く
コ
ウ
ケ
ン
し
た
。

カ
レ
イ
な
転
身
が
彼
女
の
人
生
を
明
る
く
し
た
。

32回
テ ス ト

第
6
回

（
Ｐ
36
〜
41
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

多
数
派
に
ジ
ュ
ン
ノ
ウ
す
る
ほ
う
が
楽
に
ち
が
い
な
い
。

あ
の
時
の
光
景
が
セ
ン
メ
イ
に
お
も
い
浮
か
ぶ
。

テ
ン
サ
ク
し
て
も
ら
っ
た
小
論
文
を
提
出
す
る
。

チ
ョ
ゾ
ウ
の
き
く
食
料
品
を
購
入
し
て
お
く
。

ス
ト
レ
ス
が
彼
を
ト
ウ
サ
ク
し
た
心
理
状
態
に
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
の
ホ
ウ
シ
ュ
ウ
を
募
金
に
充
て
る
。

森
の
セ
イ
チ
ョ
ウ
な
空
気
を
胸
一
杯
に
吸
い
込
む
。

式
場
に
は
ソ
ウ
チ
ョ
ウ
な
音
楽
が
流
れ
て
い
る
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
チ
ツ
ジ
ョ
立
て
て
話
を
し
よ
う
。

業
務
の
一
部
を
外
部
に
イ
タ
ク
し
て
簡
素
化
す
る
。

曽
祖
母
の
深
い
ジ
ヒ
に
あ
ふ
れ
た
ま
な
ざ
し
。

ひ
た
す
ら
平
和
を
カ
ツ
ボ
ウ
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

お
盆
の
帰
省
で
高
速
道
路
が
ジ
ュ
ウ
タ
イ
す
る
。

新
人
作
家
の
作
品
を
チ
ク
ジ
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

社
会
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
イ
ロ
ウ
す
る
。

ゴ
シ
ョ
ク
が
多
い
書
籍
を
廃
刊
に
す
る
。

愛
す
る
が
ゆ
え
に
別
れ
る
と
い
う
ギ
ャ
ク
セ
ツ
。

魚
の
産
地
を
よ
く
ギ
ン
ミ
し
て
か
ら
購
入
す
る
。

彼
の
物
言
い
に
は
カ
ン
ニ
ン
袋
の
緒
が
切
れ
た
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
イ
セ
キ
を
発
掘
調
査
す
る
。

32回
テ ス ト

第
7
回

（
Ｐ
42
〜
47
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

被
災
者
へ
食
料
品
を
キ
ョ
ウ
キ
ュ
ウ
す
る
。

酸
性
雨
に
シ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
さ
れ
る
大
気
汚
染
。

海
外
留
学
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
。

休
日
の
カ
ン
サ
ン
と
し
た
オ
フ
ィ
ス
街
を
歩
く
。

雨
漏
り
の
す
る
屋
根
を
シ
ュ
ウ
ゼ
ン
す
る
。

教
育
改
革
に
つ
い
て
委
員
会
に
シ
モ
ン
す
る
。

キ
ョ
モ
ウ
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

空
気
の
乾
燥
が
原
因
で
ヒ
フ
が
荒
れ
る
。

現
実
を
ト
ウ
ヒ
し
た
考
え
方
は
改
め
る
べ
き
だ
。

相
手
チ
ー
ム
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
を
受
け
て
た
つ
。

世
俗
を
チ
ョ
ウ
エ
ツ
し
た
仙
人
の
よ
う
な
人
。

チ
カ
ク
の
変
動
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

展
示
の
中
で
ひ
と
き
わ
セ
イ
サ
イ
を
放
つ
作
品
。

新
し
い
校
舎
の
完
成
図
を
ヒ
ロ
ウ
す
る
。

父
は
二
度
、
外
国
へ
単
身
で
フ
ニ
ン
し
た
。

大
学
と
企
業
が
レ
ン
ケ
イ
し
て
商
品
を
開
発
す
る
。

冷
蔵
し
て
食
品
の
フ
ハ
イ
を
防
止
す
る
。

自
身
の
体
験
に
リ
ッ
キ
ャ
ク
し
た
発
表
を
す
る
。

リ
チ
ギ
に
年
賀
状
を
よ
こ
す
教
え
子
た
ち
。

世
論
が
フ
ッ
ト
ウ
し
て
政
局
が
変
わ
っ
た
。

32回
テ ス ト

第
8
回

（
Ｐ
48
〜
53
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

い
ま
ま
で
の
情
報
を
応
用
し
て
ル
イ
ス
イ
す
る
。

そ
の
社
会
で
行
動
の
キ
ハ
ン
と
な
る
も
の
に
従
う
。

今
回
の
こ
と
は
な
ん
と
か
オ
ン
ビ
ン
に
済
ま
せ
た
い
。

ケ
ン
ジ
ツ
な
投
球
力
を
も
っ
た
新
人
選
手
。

い
ま
ま
で
の
制
度
を
カ
ク
ジ
ュ
ウ
し
て
合
理
化
す
る
。

エ
ン
リ
ョ
会
釈
も
な
く
他
人
を
非
難
す
る
。

彼
と
の
関
係
は
イ
ン
ネ
ン
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。

美
観
地
区
に
お
け
る
建
築
許
可
を
シ
ン
セ
イ
す
る
。

地
域
の
祭
り
を
シ
ュ
サ
イ
し
て
い
る
町
内
会
。

シ
ュ
ン
ジ
に
決
定
を
下
し
て
そ
の
是
非
を
問
う
。

ご
迷
惑
を
か
け
、
チ
ン
シ
ャ
の
意
を
表
し
ま
す
。

部
長
は
部
下
を
ソ
ウ
ジ
ュ
ウ
す
る
の
が
う
ま
い
。

低
迷
す
る
景
気
に
好
転
す
る
チ
ョ
ウ
コ
ウ
が
あ
る
。

政
府
を
ダ
ン
ガ
イ
し
て
た
だ
す
べ
き
だ
。

江
戸
の
頃
に
す
で
に
近
代
化
の
タ
イ
ド
ウ
が
見
ら
れ
る
。

二
校
が
ユ
ウ
ゴ
ウ
し
て
強
豪
チ
ー
ム
と
戦
う
。

彼
は
ハ
ク
シ
キ
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
読
書
家
だ
。

自
由
で
ホ
ン
ポ
ウ
な
生
き
方
を
し
た
女
性
作
家
。

ヨ
カ
は
上
手
に
使
っ
て
気
分
転
換
す
べ
き
だ
。

シ
ン
シ
ュ
ク
自
在
の
新
し
い
素
材
の
下
着
。

32回
テ ス ト

第
9
回

（
Ｐ
54
〜
59
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

す
ぐ
に
流
行
に
と
び
つ
く
ケ
イ
ハ
ク
な
人
。

他
人
か
ら
ギ
ワ
ク
を
招
く
言
動
は
慎
む
べ
き
だ
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
サ
ン
イ
ツ
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。

来
期
の
刊
行
を
め
ざ
し
エ
イ
イ
編
集
を
進
め
ま
す
。

ジ
ン
ジ
ョ
ウ
な
手
段
で
は
勝
て
そ
う
も
な
い
。

解
説
の
仕
方
が
簡
単
で
メ
イ
リ
ョ
ウ
だ
っ
た
。

広
く
内
外
の
文
献
・
書
物
を
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
す
る
。

議
論
の
シ
ョ
ウ
テ
ン
が
曖
昧
で
本
質
が
見
え
な
い
。

何
の
ヘ
ン
テ
ツ
も
な
い
景
色
に
も
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。

デ
リ
カ
シ
ー
の
な
い
ヤ
バ
ン
な
振
る
舞
い
。

胸
の
シ
ッ
カ
ン
で
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

文
化
の
対
立
を
シ
ヨ
ウ
し
て
高
次
の
そ
れ
を
つ
く
る
。

当
時
ど
の
業
界
で
も
人
材
が
フ
ッ
テ
イ
し
て
い
た
。

若
者
は
大
都
市
に
ミ
リ
ョ
ク
を
感
じ
る
も
の
だ
。

簡
単
に
は
事
の
ゼ
ヒ
は
決
め
ら
れ
な
い
。

技
術
面
で
は
ユ
ウ
エ
ツ
し
て
い
る
新
製
品
。

オ
ン
シ
ャ
に
浴
し
て
減
刑
さ
れ
た
政
治
犯
。

相
手
が
一
方
的
に
契
約
を
ハ
キ
し
て
き
た
。

自
分
の
過
ち
は
ケ
ン
キ
ョ
に
認
め
る
べ
き
だ
。

劇
団
研
究
生
は
発
音
の
キ
ョ
ウ
セ
イ
か
ら
始
め
る
。

32回
テ ス ト

第
10
回

（
Ｐ
60
〜
65
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

不
信
感
を
イ
ッ
ソ
ウ
し
て
関
係
を
修
復
し
た
。

「
適
塾
」
か
ら
は
多
く
の
人
材
が
ハ
イ
シ
ュ
ツ
し
た
。

通
説
と
ち
が
っ
た
イ
タ
ン
の
説
を
唱
え
る
学
者
。

世
界
に
は
カ
レ
ツ
な
戦
闘
の
続
く
地
域
が
あ
る
。

廊
下
を
す
れ
ち
が
う
と
き
は
エ
シ
ャ
ク
す
る
。

社
長
の
キ
ョ
シ
ュ
ウ
が
注
目
さ
れ
る
。

部
下
を
う
ま
く
ト
ウ
ギ
ョ
す
る
術
を
心
得
て
い
る
。

相
手
の
攻
撃
の
格
好
の
ヒ
ョ
ウ
テ
キ
と
な
る
。

プ
ロ
に
勝
つ
な
ん
て
ト
ウ
テ
イ
で
き
っ
こ
な
い
。

な
に
も
そ
ん
な
に
ヒ
ク
ツ
に
な
る
必
要
な
ど
な
い
。

あ
の
人
は
オ
ウ
ヘ
イ
な
態
度
が
目
に
余
る
。

日
本
列
島
は
植
物
の
ハ
ン
モ
に
適
し
た
気
候
だ
。

全
く
コ
ン
セ
キ
を
と
ど
め
な
い
怪
異
な
事
件
。

フ
ン
ガ
イ
に
堪
え
な
い
理
不
尽
な
処
置
。

こ
の
作
品
は
彼
ら
の
汗
の
ケ
ッ
シ
ョ
ウ
だ
。

ク
ウ
ソ
な
議
論
の
繰
り
返
し
は
や
め
る
べ
き
だ
。

今
は
亡
き
人
の
ゲ
ン
エ
イ
を
見
て
は
思
い
だ
す
。

死
後
の
世
界
の
存
在
を
ソ
テ
イ
し
て
話
を
進
め
る
。

彼
の
言
動
は
ケ
イ
ソ
ツ
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。

芸
術
を
愛
す
る
人
は
シ
ン
ビ
的
な
関
心
が
高
い
。

32回
テ ス ト

第
11
回

（
Ｐ
66
〜
71
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

他
国
の
市
場
を
シ
ン
シ
ョ
ク
す
る
こ
と
に
な
る
。

行
い
が
ソ
ヤ
で
周
囲
が
い
つ
も
迷
惑
す
る
。

車
体
の
ソ
ン
シ
ョ
ウ
が
は
げ
し
い
事
故
だ
っ
た
。

神
経
が
カ
ビ
ン
に
な
っ
て
激
し
く
反
応
す
る
。

リ
フ
ジ
ン
な
要
求
は
拒
む
べ
き
だ
。

シ
ョ
サ
イ
で
本
を
読
む
の
が
父
の
楽
し
み
ら
し
い
。

若
い
者
の
ツ
ウ
ヘ
イ
と
し
て
の
短
慮
は
見
逃
そ
う
。

ソ
ボ
ク
な
人
柄
で
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
人
。

風
営
法
を
適
用
し
て
テ
キ
ハ
ツ
す
る
ケ
ー
ス
。

ロ
ウ
コ
た
る
決
意
で
臨
め
ば
な
ん
と
か
な
る
。

ア
メ
リ
カ
と
の
講
和
条
約
を
テ
イ
ケ
ツ
し
た
幕
府
。

一
般
と
特
殊
と
い
う
矛
盾
す
る
も
の
の
ソ
ウ
コ
ク
。

犯
人
の
ザ
ン
ギ
ャ
ク
な
行
為
の
検
証
を
急
ぐ
。

甲こ
う

子し

園え
ん

出
場
で
に
わ
か
応
援
団
を
ボ
シ
ュ
ウ
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
モ
ウ
イ
を
振
る
う
。

時
代
を
反
映
す
る
タ
イ
ハ
イ
し
た
ム
ー
ド
の
歌
。

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
と
ヒ
ソ
ウ
な
決
意
で
臨
ん
だ
。

自
ら
の
人
生
を
カ
ン
シ
ョ
ウ
し
た
文
学
。

今
は
謹
慎
ユ
ウ
ヘ
イ
の
身
と
な
っ
て
い
る
。

テ
ン
プ
の
才
に
恵
ま
れ
た
選
手
た
ち
の
技
。

32回
テ ス ト

第
12
回

（
Ｐ
72
〜
77
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

仕
打
ち
に
対
す
る
ホ
ウ
フ
ク
以
外
の
手
段
は
あ
る
。

美
の
キ
ョ
ク
チ
を
表
現
し
た
侘わ

び
・
さ
び
の
世
界
。

開
会
式
で
は
ま
ず
優
勝
旗
の
ヘ
ン
カ
ン
が
あ
る
。

マ
ン
ガ
文
化
が
世
界
で
ハ
ン
キ
ョ
ウ
を
呼
ん
で
い
る
。

コ
ウ
バ
イ
欲
の
向
上
が
景
気
を
良
く
す
る
。

両
チ
ー
ム
が
ケ
ン
ト
ウ
を
称た

た

え
あ
っ
た
。

風
鈴
の
音
は
夏
の
夜
に
キ
ョ
ウ
シ
ュ
を
添
え
る
。

シ
ゲ
キ
の
多
い
東
京
の
学
生
生
活
を
始
め
た
。

駅
の
ザ
ッ
ト
ウ
の
中
で
友
人
を
見
か
け
た
。

こ
の
村
で
は
主
に
コ
ク
モ
ツ
を
栽
培
し
て
い
る
。

ソ
ウ
ゴ
ン
な
境
内
に
立
つ
と
心
洗
わ
れ
る
思
い
だ
。

人
間
の
体
温
は
ど
こ
で
も
コ
ウ
ジ
ョ
ウ
的
で
あ
る
。

初
め
て
の
海
外
で
思
わ
ぬ
サ
イ
カ
に
見
舞
わ
れ
た
。

ゴ
ウ
カ
な
顔
ぶ
れ
の
役
者
が
そ
ろ
っ
た
舞
台
。

い
ま
さ
ら
コ
ウ
カ
イ
し
て
も
始
ま
ら
な
い
。

出
産
を
通
じ
て
命
の
シ
ン
ピ
に
感
動
し
た
。

パ
ン
作
り
に
ジ
ュ
ク
タ
ツ
し
た
職
人
を
募
集
す
る
。

ジ
ュ
ン
タ
ク
な
資
金
で
事
業
を
始
め
る
。

緊
張
か
ら
晴
れ
の
舞
台
で
シ
ュ
ウ
タ
イ
を
さ
ら
す
。

日
の
目
を
見
な
い
業
績
が
ケ
ン
シ
ョ
ウ
さ
れ
た
。

32回
テ ス ト

第
13
回

（
Ｐ
78
〜
83
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

勉
強
の
気
分
テ
ン
カ
ン
に
図
書
館
へ
出
か
け
た
。

秘
め
ら
れ
た
能
力
が
ト
ウ
カ
ク
を
現
し
始
め
た
。

暴
走
族
が
道
を
セ
ン
キ
ョ
し
て
い
て
通
れ
な
い
。

空
き
地
を
公
園
に
す
る
案
が
テ
イ
シ
ョ
ウ
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
は
も
は
や
ケ
イ
ガ
イ
化
し
て
い
る
。

ユ
チ
ャ
ク
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な
政
治
が
理
想
だ
。

実
家
の
母
か
ら
昨
日
ユ
ウ
ビ
ン
物
が
届
い
た
。

つ
ら
い
気
持
ち
で
一
人
ロ
ボ
ウ
に
た
た
ず
む
。

詩
歌
で
は
ト
ウ
チ
法
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

怠
慢
に
よ
る
勉
学
の
遅
れ
を
バ
ン
カ
イ
す
る
。

人
里
離
れ
た
こ
の
村
で
は
ラ
ク
ノ
ウ
が
盛
ん
だ
。

恩
師
の
チ
グ
ウ
を
得
て
世
に
で
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
績
が
悪
く
ラ
ク
タ
ン
す
る
友
人
を
励
ま
す
。

海
外
の
フ
ユ
ウ
層
に
は
日
本
の
家
電
が
人
気
だ
。

熟
練
者
し
か
こ
の
セ
イ
ミ
ツ
機
器
は
扱
え
な
い
。

溝
に
た
ま
っ
た
大
量
の
ご
み
を
ジ
ョ
キ
ョ
す
る
。

と
ぼ
け
た
感
じ
の
話
は
と
て
も
ユ
カ
イ
だ
っ
た
。

こ
の
世
は
不
変
の
も
の
が
な
い
ル
テ
ン
す
る
世
だ
。

こ
の
事
実
が
ユ
ウ
ベ
ン
に
物
語
っ
て
い
る
。

営
業
販
売
の
ハ
ン
ト
を
新
規
に
ひ
ろ
げ
る
。

32回
テ ス ト

第
14
回

（
Ｐ
84
〜
89
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

学
校
と
交
番
が
リ
ン
セ
ツ
し
て
お
り
安
全
だ
。

反
対
派
と
ス
イ
シ
ン
派
の
主
張
が
衝
突
す
る
。

試
合
の
前
に
敵
の
ブ
ン
セ
キ
を
入
念
に
す
べ
き
だ
。

溺
れ
て
い
る
犬
を
父
は
ユ
ウ
カ
ン
に
も
救
助
し
た
。

せ
っ
か
く
の
休
日
を
ム
イ
に
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

単
な
る
言
葉
の
ラ
レ
ツ
で
気
持
ち
が
入
っ
て
い
な
い
。

彼
女
の
優
し
さ
の
ヘ
ン
リ
ン
が
垣か

い

間ま

見み

え
た
。

欲
し
い
も
の
が
あ
る
と
つ
い
ロ
ウ
ヒ
癖
が
で
る
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
熱
烈
な
カ
ン
ゲ
イ
を
受
け
る
。

そ
の
劇
の
質
の
高
さ
に
見
物
客
は
エ
イ
タ
ン
し
た
。

詩
が
好
き
で
言
葉
の
ユ
ウ
ギ
に
親
し
ん
で
き
た
。

度
重
な
る
説
得
に
彼
は
し
ぶ
し
ぶ
ホ
ン
イ
し
た
。

西
洋
と
東
洋
と
の
シ
イ
の
方
法
は
大
き
く
隔
た
る
。

白
を
キ
チ
ョ
ウ
と
し
た
落
ち
着
き
の
あ
る
部
屋
。

受
験
を
勝
ち
抜
く
に
は
忍
耐
が
カ
ン
ジ
ン
だ
。

な
に
を
言
わ
れ
て
も
キ
ゼ
ン
と
し
た
態
度
を
保
つ
。

若
く
し
て
キ
ャ
ッ
コ
ウ
を
浴
び
た
大
型
新
人
作
家
。

新
設
す
る
の
で
は
な
く
キ
ソ
ン
の
施
設
を
使
う
。

判
決
に
納
得
が
い
か
ず
即
日
コ
ウ
ソ
し
た
。

食
器
を
し
ば
ら
く
シ
ャ
フ
ツ
し
て
滅
菌
す
る
。

32回
テ ス ト

第
15
回

（
Ｐ
90
〜
95
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

体
調
不
良
で
医
者
に
シ
ン
ダ
ン
し
て
も
ら
っ
た
。

シ
ュ
ビ
一
貫
し
た
論
理
で
討
論
を
進
め
る
。

美
術
展
に
出
展
し
た
作
品
が
シ
ョ
ウ
サ
ン
さ
れ
た
。

二
人
の
ケ
ン
ア
ク
だ
っ
た
関
係
が
解
消
さ
れ
た
。

現
実
を
シ
ャ
シ
ョ
ウ
し
、「
美
」
を
追
求
し
た
作
品
。

日
本
史
で
シ
ュ
リ
ョ
ウ
採
集
の
時
代
を
学
ぶ
。

寺
で
座
禅
を
組
ん
で
精
神
を
レ
ン
マ
す
る
。

大
勢
の
観
客
の
前
で
ユ
ウ
ガ
に
お
ど
っ
て
み
せ
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
近
所
の
鍾し

ょ
う

乳に
ゅ
う

洞ど
う

を
タ
ン
ケ
ン
し
た
。

一
流
選
手
を
集
め
た
最
強
の
フ
ジ
ン
で
勝
負
す
る
。

Ａ
国
の
経
済
を
フ
ッ
コ
ウ
す
る
た
め
の
支
援
。

医
師
と
し
て
の
自
分
の
行
動
を
セ
イ
サ
ツ
す
る
。

ド
レ
イ
制
は
人
間
の
負
の
遺
産
で
あ
る
。

該
当
す
る
例
は
マ
イ
キ
ョ
に
い
と
ま
が
な
い
。

彼
女
の
半
生
も
ヘ
イ
タ
ン
で
は
な
か
っ
た
。

予
報
で
は
台
風
の
接
近
が
ノ
ウ
コ
ウ
だ
。

新
人
教
師
の
テ
イ
ネ
イ
な
指
導
が
評
判
だ
。

使
用
ヒ
ン
ド
が
高
い
古
文
単
語
は
暗
記
す
る
。

ピ
ア
ノ
の
バ
ン
ソ
ウ
に
あ
わ
せ
て
歌
う
。

カ
メ
レ
オ
ン
の
身
を
守
る
ギ
タ
イ
は
巧
妙
だ
。

32回
テ ス ト

第
16
回

（
Ｐ
96
〜
101
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

十
分
な
睡
眠
に
よ
っ
て
か
ら
だ
の
ヒ
ロ
ウ
が
抜
け
る
。

ト
ク
シ
ュ
な
ケ
ー
ス
に
も
十
分
に
備
え
て
お
く
。

カ
ン
ケ
ツ
に
解
説
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

人
気
作
家
の
死
に
ツ
イ
ト
ウ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

海
外
の
医
学
雑
誌
に
レ
ポ
ー
ト
を
ト
ウ
コ
ウ
す
る
。

民
主
化
運
動
で
軍
事
政
権
が
テ
ン
プ
ク
し
た
。

歳
末
の
売
り
出
し
で
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
す
る
百
貨
店
。

こ
れ
で
君
と
の
タ
イ
シ
ャ
ク
関
係
が
な
く
な
る
。

価
値
観
や
倫
理
観
は
文
化
に
ソ
ウ
タ
イ
的
だ
。

柳や
な
ぎ

田た

国く
に

男お

の
作
品
に
あ
る
ソ
ウ
ワ
を
紹
介
す
る
。

力
の
限
り
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
を
セ
ン
セ
イ
す
る
。

経
済
キ
ョ
ウ
コ
ウ
が
い
つ
お
こ
る
と
も
し
れ
な
い
。

機
長
の
機
転
で
ツ
イ
ラ
ク
の
危
機
か
ら
脱
し
た
。

生
物
学
の
教
授
に
環
境
問
題
の
講
演
を
イ
ラ
イ
す
る
。

難
民
の
サ
ン
ジ
ョ
ウ
を
目
に
す
る
。

会
長
へ
の
就
任
を
コ
ジ
す
る
。

山
に
囲
ま
れ
周
り
か
ら
カ
ク
リ
さ
れ
た
町
。

キ
ュ
ウ
チ
に
陥
っ
て
か
ら
本
領
を
発
揮
す
る
。

す
べ
て
の
ム
ダ
を
排
し
た
洗
練
さ
れ
た
動
き
を
す
る
。

自
然
の
神
秘
に
イ
ケ
イ
の
念
を
抱
く
。

32回
テ ス ト

第
17
回

（
Ｐ
102
〜
107
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

世
界
に
は
キ
ミ
ョ
ウ
な
生
き
物
が
存
在
す
る
。

目
撃
情
報
が
少
な
く
ソ
ウ
サ
は
難
航
し
て
い
る
。

技
術
革
新
を
起
こ
し
世
界
経
済
に
キ
ヨ
す
る
。

う
わ
べ
を
飾
る
ギ
ゼ
ン
者
が
一
番
信
じ
ら
れ
な
い
。

過
失
か
コ
イ
か
が
裁
判
の
争
点
に
な
っ
た
。

市
街
を
チ
ョ
ウ
ボ
ウ
で
き
る
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
。

ど
の
チ
ー
ム
も
勝
利
を
強
く
キ
キ
ュ
ウ
し
て
い
る
。

避
暑
地
の
別
荘
な
ど
シ
ョ
ミ
ン
に
は
高た

か

嶺ね

の
花
だ
。

言
葉
で
は
な
か
な
か
テ
キ
カ
ク
に
表
し
に
く
い
。

大
辞
典
を
カ
ン
イ
に
し
た
も
の
が
出
版
さ
れ
る
。

英
文
読
解
の
た
め
の
ヒ
ッ
ス
の
英
単
語
を
覚
え
る
。

両
市
は
姉
妹
都
市
と
な
る
こ
と
を
メ
イ
ヤ
ク
し
た
。

風
邪
の
と
き
は
ジ
ヨ
ウ
の
あ
る
食
べ
物
が
よ
い
。

中
学
生
が
ソ
ウ
イ
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が
並
ぶ
。

研
究
分
野
の
文
献
を
タ
ン
ネ
ン
に
調
べ
る
。

河
が
湿
原
を
大
き
く
ダ
コ
ウ
し
て
い
く
様
子
。

今
ま
で
の
失
敗
を
一
つ
の
成
功
で
ソ
ウ
サ
イ
す
る
。

暴
動
は
警
察
部
隊
に
よ
っ
て
チ
ン
ア
ツ
さ
れ
た
。

湖
底
に
タ
イ
セ
キ
し
た
土
砂
を
運
び
出
す
。

募
金
に
つ
い
て
は
そ
の
額
の
タ
カ
を
問
わ
な
い
。

32回
テ ス ト

第
18
回

（
Ｐ
108
〜
113
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

シ
ュ
ミ
と
実
益
を
兼
ね
た
カ
フ
ェ
の
経
営
。

核
心
へ
の
ゲ
ン
キ
ュ
ウ
を
避
け
て
話
を
進
め
る
。

こ
の
件
の
シ
ョ
ウ
サ
イ
を
知
る
人
物
に
会
う
。

伝
統
的
な
方
法
に
よ
る
日
本
酒
の
ジ
ョ
ウ
ゾ
ウ
。

シ
ボ
ウ
分
の
多
い
食
べ
物
は
控
え
る
よ
う
に
。

公
共
料
金
の
値
上
げ
に
コ
ウ
ギ
集
会
を
開
く
。

今
宵
限
り
の
ソ
ッ
キ
ョ
ウ
演
奏
を
楽
し
む
。

話
し
合
い
の
結
果
、
正
式
に
ケ
イ
ヤ
ク
が
成
立
し
た
。

な
に
も
か
も
イ
ッ
シ
ョ
く
た
に
し
て
は
ま
ず
い
。

『
や
は
り
』
と
『
や
っ
ぱ
』
は
イ
ソ
ウ
が
違
う
。

話
題
が
コ
ウ
シ
ョ
ウ
過
ぎ
て
つ
い
て
い
け
な
い
。

政
府
に
よ
る
土
地
の
シ
ュ
ウ
ダ
ツ
が
行
わ
れ
る
。

決
勝
の
舞
台
で
昨
年
の
セ
ツ
ジ
ョ
ク
を
果
た
す
。

鷗
外
と
漱
石
は
近
代
日
本
文
学
の
ソ
ウ
ヘ
キ
だ
。

落
ち
着
い
て
テ
キ
セ
ツ
に
対
処
を
す
る
。

強
盗
犯
は
ト
ク
チ
ョ
ウ
の
な
い
顔
を
し
て
い
た
。

帰
省
の
ト
ジ
、
中
学
校
時
代
の
友
人
宅
に
立
ち
寄
る
。

不
景
気
に
負
け
ず
コ
ヨ
ウ
を
増
や
す
方
針
を
出
す
。

そ
れ
で
は
法
に
テ
イ
シ
ョ
ク
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

遅
刻
が
日
常
サ
ハ
ン
ジ
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

32回
テ ス ト

第
19
回

（
Ｐ
114
〜
119
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

老
人
フ
ク
シ
に
対
す
る
水
準
を
向
上
さ
せ
る
。

状
況
の
ニ
ン
シ
キ
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

介
護
の
人
手
が
少
な
く
て
、
コ
ン
キ
ャ
ク
す
る
。

来
月
転
職
す
る
ド
ウ
リ
ョ
ウ
の
門
出
を
祝
う
。

考
え
を
お
な
じ
く
す
る
者
で
ト
ト
ウ
を
組
む
。

ト
ク
ジ
ツ
な
人
柄
ゆ
え
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
。

開
店
以
来
コ
ン
イ
に
し
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
屋
。

忘
れ
て
い
た
幼
少
時
代
の
キ
オ
ク
が
よ
み
が
え
る
。

地
盤
が
ゆ
る
ん
で
道
路
が
カ
ン
ボ
ツ
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
と
も
大
企
業
の
ユ
ウ
チ
に
成
功
し
た
い
。

カ
ン
シ
カ
メ
ラ
に
は
な
に
も
映
っ
て
い
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
経
験
か
ら
原
理
を
キ
ノ
ウ
す
る
。

交
通
事
故
の
現
場
は
サ
ン
ビ
を
き
わ
め
た
。

急
に
カ
ッ
パ
さ
れ
場
の
全
員
が
た
じ
ろ
い
で
い
る
。

こ
ち
ら
の
提
案
に
強
い
カ
ン
シ
ン
を
示
し
た
。

セ
キ
ネ
ン
の
努
力
が
み
の
る
こ
と
と
な
っ
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
カ
ソ
ウ
世
界
を
構
築
す
る
。

カ
ッ
ソ
ウ
路
の
清
掃
は
決
し
て
怠
ら
な
い
よ
う
に
。

ユ
ウ
チ
ョ
ウ
に
構
え
て
い
る
時
間
は
な
い
ぞ
。

社
会
現
象
の
い
く
つ
か
か
ら
も
現
状
が
カ
ン
シ
ュ
で
き
る
。

32回
テ ス ト

第
20
回

（
Ｐ
120
〜
125
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

本
来
ジ
ャ
ッ
カ
ン
は
二
十
歳
の
男
性
を
い
う
言
葉
。

賃
料
の
値
上
げ
を
実
力
で
ソ
シ
し
た
。

燃
料
の
ホ
ジ
ュ
ウ
に
い
く
つ
か
の
港
を
経
由
す
る
。

事
件
の
捜
査
が
ア
ン
シ
ョ
ウ
に
乗
り
上
げ
る
。

問
題
の
発
覚
で
親
友
と
の
間
に
キ
レ
ツ
が
生
じ
た
。

練
習
後
の
優
し
い
声
掛
け
で
カ
イ
ジ
ュ
ウ
す
る
。

赴
任
し
て
き
た
教
師
に
顧
問
就
任
を
コ
ン
セ
イ
す
る
。

あ
の
女
優
は
演
技
に
カ
イ
ゲ
ン
し
た
よ
う
だ
。

過
度
に
ヒ
ダ
イ
化
し
た
組
織
を
縮
小
す
る
。

快
適
な
イ
リ
ョ
ウ
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

唾だ

液え
き

の
ブ
ン
ピ
ツ
を
促
進
す
る
効
果
を
持
つ
。

将
来
を
シ
ョ
ク
ボ
ウ
さ
れ
る
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
。

理
系
で
も
数
学
イ
ッ
ペ
ン
ト
ウ
の
勉
強
は
だ
め
だ
。

事
の
成
り
行
き
を
チ
ュ
ウ
シ
す
る
。

明
治
イ
シ
ン
を
支
え
た
人
々
ゆ
か
り
の
地
。

ヘ
ン
ゲ
ン
自
在
に
悪
党
を
や
っ
つ
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
。

反
対
派
の
主
張
を
モ
ク
サ
ツ
し
て
議
事
を
進
め
る
。

四
国
の
屋や

島し
ま

は
平
家
ヨ
ウ
サ
イ
の
地
で
あ
っ
た
。

ダ
ク
ヒ
の
報
告
は
期
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
カ
ン
カ
ツ
を
任
さ
れ
た
行
政
組
織
。

32回
テ ス ト

第
21
回

（
Ｐ
126
〜
131
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

リ
ー
ダ
ー
が
率
先
ス
イ
ハ
ン
し
組
織
を
う
ご
か
す
。

ユ
ウ
イ
ギ
な
時
間
の
使
い
方
に
決
ま
り
は
な
い
。

衆
人
カ
ン
シ
の
中
で
の
で
き
ご
と
だ
っ
た
。

カ
ン
ド
ウ
し
た
息
子
と
よ
う
や
く
和
解
し
た
。

エ
ン
キ
ョ
ク
な
表
現
で
は
誤
解
を
招
い
て
し
ま
う
。

ソ
ウ
ジ
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
い
る
。

警
察
は
今
日
も
犯
罪
ボ
ク
メ
ツ
に
奮
闘
す
る
。

受
験
に
あ
た
っ
て
の
リ
ュ
ウ
イ
点
を
伝
え
る
。

式
典
は
カ
ン
シ
ュ
ウ
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
。

ゼ
ン
エ
イ
音
楽
は
ど
う
も
マ
ニ
ア
ッ
ク
す
ぎ
る
。

実
態
を
セ
キ
ラ
ラ
に
描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

ジ
ョ
ジ
ュ
ツ
ト
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
。

重
税
に
耐
え
か
ね
た
農
民
が
ソ
ウ
ド
ウ
を
起
こ
す
。

遺
言
状
に
は
娘
に
財
産
を
ゾ
ウ
ヨ
す
る
と
あ
っ
た
。

世
論
に
ツ
イ
ジ
ュ
ウ
し
な
い
マ
ス
コ
ミ
メ
デ
ィ
ア
。

例
年
の
ケ
イ
ジ
ョ
ウ
費
用
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

ト
ッ
プ
企
業
ど
う
し
の
合
併
は
ブ
ツ
ギ
を
醸
し
た
。

次
の
稽
古
ま
で
し
ば
ら
く
の
キ
ュ
ウ
ケ
イ
を
と
る
。

切
々
と
シ
ュ
ウ
ソ
す
る
姿
に
心
う
ご
か
さ
れ
た
。

こ
こ
が
世
界
セ
イ
ハ
し
た
Ｉ
Ｔ
産
業
の
本
拠
だ
。

32回
テ ス ト

第
22
回

（
Ｐ
132
〜
137
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

劉り
ゅ
う

備び

の
死
で
蜀し
ょ
く

は
キ
キ
ュ
ウ
存
亡
の
秋と
き

に
あ
る
。

風
邪
に
よ
る
食
欲
ゲ
ン
タ
イ
に
効
く
漢
方
薬
。

地
盤
が
ナ
ン
ジ
ャ
ク
で
は
家
は
建
て
ら
れ
な
い
。

チ
キ
に
富
ん
だ
遊
び
心
を
忘
れ
な
い
発
想
。

コ
ウ
リ
ョ
ウ
と
し
た
砂
漠
を
克
明
に
描
き
だ
す
。

壊
れ
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
の
関
係
を
シ
ュ
ウ
フ
ク
す
る
。

ケ
イ
ゾ
ク
こ
そ
が
成
功
の
鍵
だ
と
わ
か
っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
持
久
力
は
バ
ツ
グ
ン
だ
。

時
に
は
セ
イ
ダ
ク
併
せ
呑の

む
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

根
本
的
問
題
を
カ
ン
キ
ャ
ク
し
て
い
た
執
行
部
。

褒
め
て
い
た
だ
い
て
カ
ン
ガ
ン
の
至
り
で
す
。

は
じ
め
は
テ
イ
ゾ
ク
と
さ
れ
た
芸
術
も
多
々
あ
る
。

世
代
間
の
ダ
ン
ソ
ウ
を
な
く
そ
う
と
親
交
を
は
か
る
。

行
政
改
革
よ
り
も
ジ
ョ
ウ
ヒ
の
節
約
が
先
だ
。

普
段
は
見
ら
れ
な
い
態
度
に
イ
ワ
感
を
覚
え
る
。

欧
州
全
域
を
セ
ッ
ケ
ン
し
よ
う
と
し
た
大
国
。

手
紙
に
自
作
の
押
し
花
を
添
え
て
フ
ウ
イ
ン
す
る
。

面
接
と
筆
記
試
験
に
よ
っ
て
サ
イ
ヒ
を
決
定
す
る
。

バ
イ
シ
ン
員
と
し
て
初
め
て
裁
判
所
を
訪
れ
る
。

目
標
達
成
の
た
め
、
フ
タ
イ
テ
ン
の
決
意
で
臨
む
。

32回
テ ス ト

第
23
回

（
Ｐ
138
〜
141
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

◉
次
の
太
字
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

企
画
が
ヒ
ッ
ト
し
て
、
社
内
で
の
チ
ホ
を
固
め
た
。

作
者
が
言
葉
で
ゾ
ウ
ケ
イ
し
た
主
人
公
の
像
。

本
人
以
外
の
記
名
に
は
オ
ウ
イ
ン
が
必
要
と
な
る
。

奇
を
衒て

ら

っ
た
画
風
に
は
シ
ョ
ク
シ
ョ
ウ
ぎ
み
だ
。

体
温
と
健
康
に
は
ミ
ッ
セ
ツ
な
か
か
わ
り
が
あ
る
。

子
守
唄
の
や
さ
し
い
セ
ン
リ
ツ
に
う
と
う
と
し
た
。

青
年
の
無
礼
な
態
度
が
相
手
の
フ
ン
ゲ
キ
を
買
っ
た
。

あ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
家
庭
的
な
フ
ン
イ
キ
の
店
だ
。

明
治
維
新
で
ク
ン
コ
ウ
の
あ
っ
た
下
級
武
士
た
ち
。

病
院
で
栄
養
剤
を
テ
ン
テ
キ
し
た
ら
回
復
し
た
。

多
様
な
機
能
を
ハ
ツ
ゲ
ン
す
る
可
能
性
を
も
つ
。

首
相
の
演
説
原
稿
を
キ
ソ
ウ
す
る
。

彼
ら
の
ソ
ク
ブ
ツ
的
な
考
え
方
も
い
や
じ
ゃ
な
い
。

当
局
は
一
切
カ
ン
チ
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ヘ
ン
キ
ョ
ウ
の
地
で
新
種
の
生
き
も
の
を
見
た
。

部
活
に
明
け
暮
れ
た
高
校
時
代
を
ア
イ
セ
キ
す
る
。

世
界
中
を
ギ
ョ
ウ
テ
ン
さ
せ
る
ほ
ど
の
偉
業
。

レ
ン
カ
版
が
出
る
ま
で
購
入
は
我
慢
し
よ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
我
が
社
の
ド
ク
ダ
ン
ジ
ョ
ウ
だ
。

公
園
の
中
に
建
て
ら
れ
た
キ
ネ
ン
ヒ
。

32回
テ ス ト

第
24
回

（
Ｐ
142
〜
145
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
太
字
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

れ
る

⑪

れ
る

②

ら
む

⑫

み
る

③

る

⑬

す

④

む

⑭

う

⑤

る

⑮

び
る

⑥

る

⑯

げ
る

⑦

る

⑰

る

⑧

う

⑱

ら
か

⑨

け
る

⑲

れ
る

⑩

い

⑳

ん
じ
る

日
曜
日
の
人
込
み
に
ま
ぎ
れ
て
見
失
っ
た
。

古
寺
を
訪
ね
る
た
び
に
歴
史
へ
の
夢
が
ふ
く
ら
む
。

カ
ー
テ
ン
で
外
か
ら
の
冷
気
を
さ
え
ぎ
る
。

目
の
前
の
美
し
い
夜
景
を
脳
裏
に
き
ざ
む
。

フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
る
こ
っ
た
趣
向
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

熟
し
た
葡ぶ

萄ど
う

を
し
ぼ
っ
て
作
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
。

新
企
画
に
つ
い
て
の
試
案
を
会
議
に
は
か
る
。

青
い
空
に
た
だ
よ
う
白
い
雲
に
触
っ
て
み
た
い
。

日
光
が
当
た
っ
て
肌
が
す
け
た
よ
う
に
見
え
る
。

寒
さ
と
眠
気
と
で
感
覚
が
に
ぶ
く
な
っ
て
い
る
。

う
ま
く
言
い
わ
け
を
し
て
母
の
叱し

っ

責せ
き

を
ま
ぬ
か
れ
る
。

旧
知
の
友
人
と
話
し
て
学
生
時
代
を
か
え
り
み
る
。

他
人
の
財
産
を
決
し
て
お
か
し
て
は
な
ら
な
い
。

弱
み
を
見
せ
ま
い
と
落
ち
着
き
を
よ
そ
お
っ
た
。

夢
に
ま
で
見
た
優
勝
が
現
実
味
を
お
び
て
き
た
。

街
路
樹
の
葉
が
見
通
し
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
。

よ
く
も
お
れ
の
顔
に
泥
を
ぬ
っ
て
く
れ
た
な
。

や
わ
ら
か
な
頭
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
出
す
。

出
来
事
の
中
で
微
妙
に
ゆ
れ
動
く
心
理
を
描
く
。

現
状
に
あ
ま
ん
じ
て
い
て
は
向
上
は
望
め
な
い
。

32回
テ ス ト

第
25
回

（
Ｐ
148
〜
155
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
太
字
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

き
る

⑪

う

②

す

⑫

る

③

む

⑬

め
る

④

し
い

⑭

げ
る

⑤

め
る

⑮

え
る

⑥

い

⑯

る

⑦

る

⑰

せ
る

⑧

か

⑱

め
る

⑨

る

⑲

く

⑩

る

⑳

る

子
ど
も
は
い
く
ら
遊
ん
で
も
あ
き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

思
い
切
っ
て
気
持
ち
を
か
く
さ
ず
打
ち
明
け
た
。

仕
事
に
は
げ
む
人
の
顔
は
、
美
し
さ
に
溢あ

ふ

れ
て
い
る
。

晩
秋
の
花
壇
は
、
さ
び
し
さ
を
増
す
ば
か
り
だ
。

参
考
図
書
と
し
て
自
著
を
学
生
に
す
す
め
る
教
授
。

国
際
人
と
し
て
視
野
の
せ
ま
い
人
間
に
な
る
な
。

ト
ッ
プ
交
代
は
経
営
悪
化
を
浮
き
ぼ
り
に
し
た
形
だ
。

頭
か
く
し
て
尻
か
く
さ
ず
、
と
い
う
お
ろ
か
な
行
為
。

あ
や
ま
っ
て
済
む
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

こ
の
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

を
い
る
の
に
は
苦
労
が
い
っ
た
ろ
う
。

大
学
の
学
風
を
し
た
い
、多
く
の
受
験
生
が
志
望
す
る
。

願
書
の
受
験
票
に
証
明
写
真
を
は
る
。

頑
張
っ
て
、
ほ
め
ら
れ
た
満
足
感
は
格
別
だ
。

株
価
上
昇
の
記
事
を
朝
刊
の
ト
ッ
プ
に
か
か
げ
た
。

文
章
を
書
く
こ
と
で
考
え
る
力
が
き
た
え
ら
れ
る
。

零
下
20
度
と
い
う
と
、
身
も
こ
お
る
よ
う
な
寒
さ
だ
。

読
者
の
意
見
を
の
せ
る
投
書
欄
の
あ
る
ミ
ニ
コ
ミ
誌
。

卒
業
の
記
念
と
し
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
う
め
た
。

大
雨
で
、
道
行
く
子
ど
も
は
長
靴
を
は
い
て
い
た
。

今
で
は
忘
れ
ら
れ
、
世
間
か
ら
ほ
う
む
り
去
ら
れ
た
。

32回
テ ス ト

第
26
回

（
Ｐ
156
〜
163
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
傍
線
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

い

⑪

る

②

く

⑫

え
る

③

す

⑬

む

④

る

⑭

め
る

⑤

し
い

⑮

れ
る

⑥

め
る

⑯

す

⑦

れ
る

⑰

す

⑧

る

⑱

げ
る

⑨

る

⑲

む

⑩

る

⑳

る

陥
没
事
故
で
粗
い
道
路
計
画
が
露
呈
し
た
。

瞬
く
間
に
消
え
る
流
れ
星
に
願
い
を
託
し
た
。

救
助
隊
は
風
雨
を
冒
し
て
被
災
地
へ
出
発
し
た
。

嘲
る
よ
う
な
調
子
で
人
と
会
話
す
る
の
は
よ
く
な
い
。

客
に
近
づ
き
、
恭
し
い
態
度
で
挨
拶
を
し
て
迎
え
た
。

参
加
の
条
件
が
合
わ
ず
に
出
場
を
諦
め
た
。

世
界
を
ま
た
に
か
け
る
商
社
マ
ン
に
憧
れ
る
。

腕
白
に
遊
ん
だ
幼
少
期
の
記
憶
が
蘇
っ
た
。

自
転
車
で
転
倒
し
て
し
ま
い
、
膝
を
擦
っ
た
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
承
り
た
く
存
じ
ま
す
。

彼
は
「
金
は
力
だ
」
な
ど
と
公
言
し
て
憚
ら
な
い
。

試
合
前
の
萎
え
て
い
た
気
力
を
奮
い
立
た
せ
た
。

歪
ん
だ
見
方
を
し
な
い
で
素
直
に
受
け
取
ろ
う
。

癖
の
つ
い
た
投
球
フ
ォ
ー
ム
を
矯
め
る
。

伝
統
的
な
風
習
も
だ
ん
だ
ん
と
廃
れ
て
き
て
い
る
。

新
産
業
を
興
す
た
め
、
町
ぐ
る
み
で
乗
り
出
し
た
。

い
つ
も
態
度
を
翻
す
の
で
信
頼
さ
れ
な
い
。

虐
げ
ら
れ
た
民
衆
の
代
弁
者
と
な
っ
た
英
雄
た
ち
。

こ
の
事
業
は
、
利
害
が
絡
ん
で
議
論
を
呼
ん
だ
。

周
り
の
就
職
が
次
々
に
決
ま
る
と
、
さ
す
が
に
焦
る
。

32回
テ ス ト

第
27
回

（
Ｐ
164
〜
169
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
傍
線
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

す

⑪

び
る

②

く

⑫

う

③

ろ

⑬

す

④

う

⑭

す

⑤

す

⑮

だ
し
い

⑥

く

⑯

か

⑦

く

⑰

し
い

⑧

す

⑱

る

⑨

ら
す

⑲

⑩

れ
る

⑳

一
度
あ
の
人
に
是
非
を
糾
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

彼
の
勇
名
は
、
周
く
天
下
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
遠
来
の
客
を
懇
ろ
に
も
て
な
し
た
。

昼
の
公
園
に
は
、
会
社
員
の
憩
う
姿
が
あ
っ
た
。

心
得
違
い
を
諭
し
た
ら
、
ど
う
や
ら
納
得
し
た
。

照
明
の
明
る
さ
は
、
昼
を
欺
く
ほ
ど
だ
っ
た
。

山
道
に
迷
い
な
が
ら
も
、
漸
く
下
山
で
き
た
。

従
来
の
定
説
を
覆
す
よ
う
な
大
き
な
発
見
。

気
を
逸
ら
す
よ
う
な
チ
ャ
チ
ャ
は
入
れ
る
な
。

捜
査
の
結
果
、
事
件
の
全
貌
が
顕
れ
た
。

山
あ
い
の
鄙
び
た
駅
で
電
車
を
降
り
た
。

君
の
解
き
方
は
理
論
に
適
っ
て
い
て
頷う

な
ず

け
ま
す
。

破
壊
し
た
環
境
を
も
と
に
還
す
の
は
む
ず
か
し
い
。

疑
問
に
対
し
て
は
、
納
得
す
る
ま
で
質
す
べ
き
だ
。

彼
女
の
想
像
と
は
甚
だ
し
く
異
な
っ
て
い
た
。

友
情
を
あ
だ
や
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

今
月
の
芝
居
は
、
評
判
が
芳
し
く
な
い
よ
う
だ
。

病
気
ひ
と
つ
し
な
い
で
頗
る
元
気
な
曽
祖
母
。

こ
の
翻
訳
は
原
文
の
趣
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

青
春
時
代
の
葛
藤
や
苦
悩
は
精
神
の
糧
と
な
る
。

32回
テ ス ト

第
28
回

（
Ｐ
170
〜
175
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
傍
線
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

職
務
怠
慢
と
指
摘
さ
れ
た
委
員
を
更
迭
し
た
。

忙
し
さ
の
あ
ま
り
担
当
の
案
件
を
委
嘱
し
た
。

就
職
し
た
ら
社
会
人
と
し
て
の
矜
持
を
持
と
う
。

ま
ん
ま
と
相
手
の
陥
穽
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
厭
世
観
に
と
ら
わ
れ
る
。

俯
瞰
的
な
見
方
で
、
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
。

デ
ー
タ
を
考
慮
す
る
と
蓋
然
性
が
高
く
な
る
。

素
直
に
語
っ
て
い
る
よ
う
で
自
己
を
韜
晦
し
て
い
る
。

金
銭
面
で　

迫
し
て
、
食
費
を
節
約
し
て
い
る
。

医
療
施
設
不
足
の
地
方
に
は
福
音
と
な
る
制
度
。

本
を
多
く
読
み
、
貪
欲
に
知
識
を
吸
収
す
る
。

彼
は
い
つ
も
正
義
ば
か
り
を
標
榜
し
て
い
る
。

反
抗
的
な
者
を
排
除
す
る
狭
隘
な
人
物
。

両
者
の
考
え
方
の
違
い
か
ら
軋
轢
が
生
じ
た
。

道
に
迷
っ
て
森
の
中
を
彷
徨
す
る
こ
と
半
日
。

追
い
込
ま
れ
る
と
彼
は
よ
く
詭
弁
を
弄
す
る
。

辞
書
の
約
束
事
を
書
い
た
凡
例
を
ま
ず
読
む
。

時
間
を
か
け
て
反
芻
す
れ
ば
身
に
つ
く
は
ず
だ
。

非
常
に
明
快
な
議
論
で
反
駁
の
余
地
が
な
い
。

文
章
を
よ
く
咀
嚼
し
た
う
え
で
趣
旨
を
ま
と
め
る
。

32回
テ ス ト

第
29
回

（
Ｐ
178
〜
185
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
傍
線
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

「
急
が
ば
回
れ
」
と
は
、
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
わ
ざ
。

人
ご
み
の
間
隙
を
縫
っ
て
、
我
先
に
と
進
む
。

重
要
で
な
い
部
分
を
矮
小
化
し
て
話
す
。

構
想
に
丸
二
年
か
け
た
句
集
を
上
梓
す
る
。

良
心
の
呵
責
に
悩
む
日
々
が
続
い
た
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
君
の
沽
券
に
か
か
わ
る
。

両
チ
ー
ム
の
勝
敗
の
帰
趨
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

異
国
の
地
で
は
日
本
料
理
を
渇
仰
し
て
し
ま
う
。

将
来
の
選
択
肢
の
多
様
さ
に　

巡
し
て
い
る
。

西
郷
隆た

か

盛も
り

の
銅
像
は
、
辺
り
を
睥
睨
し
て
い
る
。

同
窓
会
場
で
旧
知
に
会
っ
て
久
闊
を
叙
し
た
。

彼
は
、
一
生
を
市
井
に
身
を
置
い
て
終
え
た
。

出
納
帳
の
管
理
に
は
表
計
算
ソ
フ
ト
が
便
利
だ
。

会
議
の
進
行
役
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
収
斂
す
る
。

文
書
が
外
部
に
漏
洩
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

人
気
と
実
力
と
も
に
他
を
凌
駕
す
る
俳
優
。

日
本
人
の
嗜
好
に
合
う
よ
う
に
味
付
け
す
る
。

地
球
外
生
命
体
発
見
の
記
事
を
捏
造
す
る
。

付
け
焼
き
刃
で
う
わ
べ
を
糊
塗
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

世
界
に
未
曽
有
の
大
不
況
が
広
が
っ
て
い
る
。

32回
テ ス ト

第
30
回

（
Ｐ
186
〜
193
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
傍
線
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

昭
和
の
下
町
を
彷
彿
と
さ
せ
る
舞
台
セ
ッ
ト
。

無
謬
性
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
存
在
し
な
い
。

業
績
が
上
が
ら
ず
意
気
消
沈
す
る
部
下
を
慰
撫
す
る
。

初
め
て
の
料
理
は
惨
憺
た
る
出
来
で
あ
っ
た
。

新
し
い
キ
ー
パ
ー
の
活
躍
ぶ
り
は
瞠
目
に
値
す
る
。

長
期
休
暇
中
の
懈
怠
の
心
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

優
秀
な
人
材
を
九
州
支
社
の
主
任
に
抜
擢
す
る
。

本
に
親
し
み
、
読
書
力
を
涵
養
す
る
の
は
い
い
。

日
々
の
自
己
研
鑽
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

理
論
と
現
実
と
の
齟
齬
を
実
験
に
よ
っ
て
正
す
。

温
泉
の
湧
出
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
猿
だ
ろ
う
。

移
動
時
間
を
考
慮
し
な
い
杜
撰
な
旅
行
計
画
。

原
因
は
畢
竟
す
る
に
、
情
報
伝
達
の
遅
れ
で
あ
っ
た
。

統
帥
権
に
関
す
る
明
治
憲
法
の
条
文
を
読
む
。

慇
懃
無
礼
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
言
葉
を
選
ぶ
。

奢
侈
品
に
あ
ふ
れ
た
家
よ
り
質
素
な
ほ
う
が
い
い
。

美
し
い
雪
景
色
を
見
て
恍
惚
の
表
情
に
な
る
。

あ
れ
こ
れ
思
い
悩
ん
だ
が
全
て
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

仕
事
か
家
庭
か
の
選
択
は
懊
悩
の
極
み
だ
っ
た
。

不
安
を
取
り
除
く
た
め
、
す
が
る
思
い
で
贖
罪
す
る
。

32回
テ ス ト

第
31
回

（
Ｐ
194
〜
201
）



　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

／100 点

氏名

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

◉
次
の
傍
線
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。　
（
各
５
点
）

①

⑪

②

⑫

③

⑬

④

⑭

⑤

⑮

⑥

⑯

⑦

⑰

⑧

⑱

⑨

⑲

⑩

⑳

式
典
で
代
表
が
哀
悼
の
意
を
捧
げ
弔
慰
す
る
。

悪
人
が
跳
梁
跋ば

っ

扈こ

す
る
業
界
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

様
々
な
経
験
を
し
た
末
、
諦
念
の
境
地
に
い
た
る
。

資
金
不
足
で
道
路
拡
張
事
業
が
頓
挫
し
た
。

野
党
が
与
党
を
米
国
の
傀
儡
政
権
と
批
判
す
る
。

あ
と
で
も
め
事
が
起
き
な
い
よ
う
言
質
を
取
る
。

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
潑
剌
と
し
た
声
が
聞
こ
え
る
。

警
察
に
こ
と
の
顚
末
を
詳
し
く
述
べ
た
。

官
僚
が
悪
の
権
化
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
問
題
で
蹉
跌
す
る
。

鋳
型
に
は
め
た
よ
う
な
人
間
ば
か
り
の
組
織
集
団
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
、所
謂
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
流は

行や

っ
て
い
る
。

朝
か
ら
雨
で
、
目
論
見
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
。

野
放
図
な
友
人
を
呼
び
だ
し
て
注
意
す
る
。

い
つ
ま
で
も
じ
た
ば
た
と
往
生
際
の
悪
い
や
つ
だ
。

あ
の
男
は
村
い
ち
ば
ん
の
素
封
家
の
出
だ
。

隣
の
老
人
は
陶
芸
の
玄
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

固
唾
を
呑の

ん
で
勝
敗
の
ゆ
く
え
を
見
守
っ
た
。

無
理
に　

褄
を
合
わ
せ
て
も
、
説
得
力
は
な
い
。

携
帯
を
落
と
し
て
し
ま
い
血
眼
に
な
っ
て
探
す
。

32回
テ ス ト

第
32
回

（
Ｐ
202
〜
209
）


